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1. はじめに 
 思い出は日々蓄積されている。思い出は自己を

形成する基盤となるとともに、他者とのコミュニ

ケーションの手段となる。野島[1]によって思い出

の重要性が訴えられ、思い出を整理・管理する思

い出工学が提唱されている。これは思い出をどの

ように管理・保存・活用するかについての検討を

行い、そのための工学的な支援枠組みを構築する

ことを目的としている。 
 本研究では、無意識に行われるハミングが思い

出想起に深く関係することに注目し、ハミングを

用いた思い出想起システムを提案する。 
2. 研究動向 

 認知科学の知見によると、思い出は自己、社会、

指示の 3 つの機能を担う[2]。 
「自己」機能とは、思い出が自己の連続性や一貫

性を支え、望ましい自己像を維持するのに役立つ

という面を指す。また、過去と現在を対比させる

ことで成長を実感するのに役立つという面もあ

る。 
「社会」機能とは、思い出が対人関係の形成や維

持に役立つという面を指す。また会話の中に自己

の経験を挿入することで話の信憑性を高め、コミ

ュニケーションを豊かにするということもある。 
「指示」機能とは、思い出が様々な判断や行動を

方向づけるのに役立つという面を指す。人は現在

の問題と類似した過去経験を想起することで、問

題解決やプランニングに役立たせることがある。

また過去経験が人を動機づけ、態度形成に寄与す

るということもある。 
これらの 3 つの機能は、思い出の想起支援を行

う際に非常に重要であり、常にどの機能をシステ

ムで支援するのかを意識する必要がある。 
3. 関連研究 

 思い出工学の研究で、自己、指示機能の 2 つ 
を有効活用するシステムが提案されてきた。思い

出想起のきっかけとなるトリガーとして今まで 
使われてきたのは主に写真である。しかし、写真 

は個人的経験の記録なので、社会機能の支援には

向いていない。仲谷[3]は音楽による思い出コミュ

ニケーション研究を行っている。この中で思い出

想起を促すきっかけとして、複数の人が共有しや

すい流行歌を取り上げている。「歌は世に連れ、

世は歌に連れ」とも表現される流行歌は、ある時

代の雰囲気を代表するものである。思い出は当時

の社会状況との関連で記憶され想起されるもの

であり、ハミングによって無意識的に表出される

楽曲は、想起された思い出の背景となった時代を

表わすため、思い出コミュニケーションの効果的

なトリガーとなりうるものである。 
4. システムの概要 

 4.1 ハミングの自動採譜 
 我々はハミングの際に、無意識的に思い出を想

起している可能性が高い。その際に、ハミングし

ている曲名など楽曲に付随する情報を提供でき

れば、思い出の想起を意識化して促すことができ

るはずである。 
本研究ではハミングの曲名判定用に、Melodis

社が提供している midomi の iPhone アプリ[4]を使

用する。このアプリでは、自動採譜した曲名や歌

手名を提供できる。また後述のように本システム

では、曲名や歌手名に加えて、アプリから得た情

報に付随したメタデータを提供できる。この一連

の作業の中で得られた情報がトリガーとなり、関

連する思い出の想起を連鎖的に促すことが期待

できる。 
 4.2 メタデータの付随 
 本研究では、楽曲を思い出想起のトリガーとし

て扱う。思い出に含まれている情報で最も重要な

情報は体験した内容であるが、体験した時代や場

所もまた重要である。そこで、楽曲を聞いた時に

連想される時代や場所などのメタデータを明ら

かにすることで、思い出の想起や管理に効果的と

考 え ら れ る 。 本 研 究 で は 楽 曲 の 分 類 に

「 Folksonomy 」 と い う 分 類 法 を 使 う 。

「Folksonomy」とは、ユーザが自由に定義したタ

グを使用することによって、階層という概念を使

わずデータを分類する方法である[5]。これによっ

て、各々のユーザに特化した情報で楽曲を分類す

ることができる。また楽曲と同様に、思い出自体
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にも「Folksonomy」を用いる。これらは全てタグ

で管理されるので、幾つかの情報を関連させる事

も可能であり、1 つの情報を何通りにも分類する

事も可能である。さらにタグクラウドを利用する

ことによって、全てのタグを一覧表示し、利用頻

度や人気度が高いタグを大きく表示できる。目立

つタグを見て思い出を想起する可能性もあるの

で、タグを活用する効果は視覚的にも大きい（図

1）。 

 
図 1 タグクラウドのイメージ 

 

 4.3 協調フィルタリングによる楽曲推薦 
 ユーザに嗜好の似た他のユーザの好む楽曲を

推薦することによって、思い出の想起を効果的に

促すことが期待できる。本研究では「協調フィル

タリング」という手法を使って楽曲を推薦する。

「協調フィルタリング」とは、膨大な情報の中か

ら各ユーザが好みそうな情報を推薦する手法で

ある[6]。 
本研究ではシステムは、ユーザと同じような楽

曲をトリガーとして使用している他のユーザの

好む楽曲は、当該ユーザにとってもトリガーと成

り得る楽曲である可能性が高いという考え方に

基づいて、推薦を行う。すなわち、各ユーザが思

い出を登録する際に楽曲も一緒に登録してもら

うので、その際に使用された楽曲の評価値を 1と

し、これを集計して評価値とする。ユーザ間で評

価値の類似度を算出して、最も類似度が高いユー

ザの楽曲を推薦する、というものである。類似度

の計算には、Ringo[7]で用いられたピアソン積率

相関係数を使用した。 
4.4 システムの実装 

 本システムは、主に先に述べた 3 つの機能を使

って、思い出想起、管理、コミュニケーションを

支援する。システムの実装には、php と mysql を
使用した。これらの言語を使用した理由は、php
が Web アプリケーションの開発に最適なためと、

mysql との連携が取りやすいためである。本シス

テムの使用場所は日常生活を想定しているので、

ポータブルデバイスで使用できるよう作成した。 
 これまでに簡単な性能評価を行っている。例え

ば midomi の iPhone アプリについては、正確性の

欠いたハミングについても 90%以上の確度で曲名

を特定できることを確認できた。 
システムの構成図とシステムの実行画面例は

以下の通りになる（図 2）（図 3）。 

 
図 2 システムの構成図 

 

 
図 3 システム画面例 

 
5. おわりに 

 現在本システムを使用して、思い出想起支援の

実験を行っている。楽曲、特にハミングを用いて、

有効的に思い出を想起させれるか、またその結果

を基に思い出コミュニケーションを支援できる

かを考察する予定である。 
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